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本年度 第2回(通算第2391回)

プログラム「ガバナー公式訪問例会」夜間例会
担当 理事会

■2023年7月10日(月) 18時30分～ ■例会場:ANAクラウンプラザホテル釧路
【会長】金田 剛 【副会長】高田 智弘 【幹事】岡安 正人 【副幹事】小栗 直也・平 信二

RI第2500地区 第7分区 釧路西ロータリークラブ ２０２3－２０２4年度 会報

★ 点鐘 金田 剛 会長

★ ロータリーソング

「 我等の生業 」

ソングリーダー 請川 透君

★ お客様と来訪ロータリアンのご紹介

金田 剛 会長

RI第 2500地区ガバナー 鶴見 誠一郎君

地区副幹事 舘岡 久幸君

第 7分区ガバナー補佐 佐渡 正幸君

補佐幹事 篠原 恒也君

補佐幹事 荒木 潤一君

補佐幹事 阿部 壽朗君

★ 会長挨拶 金田 剛 会長

こんばんは。

今日、無事に

公式訪問を迎

えることが出

来て感謝して

おります。

また、先週 1
週間は表敬訪

問に佐渡ガバナー補佐も一緒にまわって、やはり

非常に疲れました。僕もちゃんと挨拶したので怒

られることも無く終了して安堵しております。

表敬訪問週間が終わりまして土日でですね、家族

を連れてノースサファリ札幌というグランピング

が出来ると、最初、妻がですね、ライオンの横に

寝られる部屋があると言ったんですが、一切気持

ちが休まらず無理なのでやめまして、その後に劇

団四季のリトルマーメイドを見ましてリフレッシ

ュしてきました。しっかり家族サービスもしてき

ましたので、この後はロータリー活動に邁進する

しかないなと思っております。

今日はガバナー、宜しくお願い致します。
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★ 幹事報告 岡安 正人幹事

・社会福祉法人 釧路啓生会、社会福祉法人

夕秀会、社会福祉法人 釧路創生会

社会福祉法人 釧路愛育協会、社会福祉法人

孝仁会より、先日行った“老人を守ろう”

社会福祉寄付に対してお礼状が届いておりま

す。

・7月のロータリーレートは 1ドル 145円です。

・2022-23 年度 RI 第 2500 地区より、ガバナー
事務所閉鎖ならびに直前ガバナー事務所開設の

お知らせが、また、2023-24 年度 RI 第 2500 地
区より、ガバナー事務所開設の御案内が届いて

おります。

【本日のプログラム】

「ガバナー公式訪問例会」夜間例会

担当 理事会

鶴見 誠一郎ガバナー

2023-204 年度ガバナーを務めます、鶴見 誠一郎

です。1 年間よろしくお願い致します。先ほど、
会長幹事懇談会、そして今年度始めての意見交換

会を試みて取り入れさせて頂きました。今からの

時間につきましては、私は国際ロータリーの一役

員として公的な立場からお話をさせて頂きます。

しかし、中々それだけでは現状にあったお話が出

来ないのかなという所もありまして、今回はじめ

て意見交換会というものを設けさせて頂いて、参

加者の方、もしくは質問を頂いた方とある程度、

腹を割ってお話が出来るようにという事で、そう

いった時間を設けさせて頂きました。限られた時

間ではありますけれども宜しくお願い致します。

それでは始めさせて頂きます。公的な立場でお話

をさせて頂きますので、お話を聞いた中でそれっ

てどうなんだろうとか、異論的な部分が出てくる

とは思います。しかしながらそこを皆様に解りや

すくご説明を申し上げて、そして理解頂けるよう

に繋いでいくのが私に与えられた使命でございま

すので、最後までお話を聞いて頂けるものと思っ

ております。こちらのスライドにつきましては、

本日、釧路西ロータリークラブ様用に作らさせて

頂いた資料でございます。今回、私の中では公式

訪問のそれぞれクラブ様ごとに資料を作らさせて

頂いております。クラブの皆様の現状に出来るだ

け合致した内容でお話出来ればということで作ら

させて頂いております。

最初にまず、皆様への感謝という事で始めさせて

頂きたいと思います。今年度ですね、私のような

ものに地区ガバナーを務めさせて頂きます事、そ

して非常に長期間、長時間ご準備頂いて本日この

公式訪問の場を設けて頂きました事、本当に厚く

御礼申し上げます。どうもありがとうございます。

心より感謝を申し上げます。そして忘れてはいけ

ない事の中に諸先輩達への感謝というのは忘れて

はいません。ロータリークラブを創立させ発展さ

せて下さいました、また今日までロータリークラ

ブをお守り頂きました事に心より感謝申し上げた

いと思います。ありがとうございます。

私の本音でございます。釧路西ローリークラブの

会員皆様とは私の入会依頼、お近づきになれる機

会に恵まれませんでした。ですので本日を機会に、

交流、意見交換をさせて頂ければなと思っており

ますので、宜しくお願い申し上げます。

本年度 RI 会長であります、ゴードン R マッキナ
リー氏はどういう人なのか、どういう声をしてど

ういう話をされるのか、要約した DVD がござい
ますのでそちらをご覧下さい。

～ DVD視聴～
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はい、後ろの方はちょっと字幕が見えにくかった

かも知れません。申し訳ございません。スコット

ランド出身の方で職業分類は歯科医師いう事でご

ざいます。今年度テーマ「世界に希望を生み出そ

う」という事でございます。これに至った経緯で

ございますが、皆様恐らく推測出来るとおもいま

すけれども、コロナであったり、ロシアのウクラ

イナ進攻であったり自然災害等で世界中が疲弊し

ているという部分、そして色んな意味で不幸と感

じている人が多い、そこから脱却をしないといけ

ないと、その脱却をするキーになるのが“希望”

を生み出すという事であるというふうにゴードン

R 会長は考えたようでございます。それに基づい
て私の方で地区のスローガン、活動方針ともに決

めさせて頂きました。

地区スローガン「今こそ変わる勇気を! さぁ一歩

前へ」 行動方針「行動することに意味がある」。

皆様、誤解のないように言っておきたいのてすか、

今までが良くなかったから変わるというのではな

くて、これからの未来の為に何かを変える必要が

あるということでございます。決して今までのこ

とが良くなかったからという事ではございません

ので、そこだけは誤解のないようにお願いしたい

と思います。また行動することに意味があるとい

う方針でございますが、やはり行動にうつさなけ

れば先に進めることが出来ない。例えばなんです

が会員のクラブへの入会を進める時にですね、私

も経験があります。この人に声をかけてもダメだ

ろう、入会してもらえないだろう、断られるだろ

う、とマイナス思考に陥りやすいのですが、時に

は発想を転換して最後は自分を信じて頂いた上で

まず行動してみる。一歩前へという事を皆様にお

願いしているという事でございます。私が経験が

あるのは、明後日から私の随行者として合流して

頂く方ですが、今まで JC からお誘いがあったり
他のクラブからお誘いがあった方ですが、私もダ

メもとでお声をかけさせて頂いたのですが入会し

て頂く事が出来ました。やはり行動してみなけれ

ば結果はわからないという事、それを皆様にはご

理解頂きたいと思っております。 それとここ、重

要な所でございますがクラブ協議会、普通であれ

ば公式訪問の時に開催しているのが、私達の地区

の慣例でしたが、今年度からクラブ協議会、ガバ

ナー補佐様の進行にて出来るだけ前年度に終了し

て頂きたいというお願いをしました。正直に申し

上げます。これ非常に反発が強くて、困る、出来

ない、お叱りをたくさん受けました。しかし、わ

かって頂きたいのは、この方式、日本は 34地区が
ありますが、おおよそ、これを採用しています。

クラブ協議会、前年度までにガバナー補佐様が主

導で行っていくというのはスタンダードです。私

共の地区がいけなかったとか間違っていたとかで

はなくて、何らかの慣例でそのようにしてきたも

のと考えて頂いていいと思います。あくまでもこ

のクラブ協議会の開催の仕方が実はスタンダード

なんだということをご理解頂いて、次年度、次次

年度も継続して頂けるという事を聞いております。

クラブ様によっては、ガバナー補佐になっていな

いのにクラブ協議会を進行するのはいかがなもの

か・・というふうな異論も出たと聞いております。

あくまでもガバナー補佐予定者であっても時が経

って新年度になればガバナー補佐になりますので

そこはロータリーの友情に免じて寛大な思い出ご

理解を頂きたいと思います。

実は去年の 12 月 11 日を回答の締切にして頂いて
ガバナーエレクト事務所の方から皆様の方にヒア

リングシートを配布させて頂きましてご回答頂き

ました。特に地域自慢としては釧路市内において

は、「食・自然・観光・景色・スポーツ」ここを非

常に地域自慢にしておられる回答を頂いています。

そこでなんですが、ロータリーの発展を目指した

“クラブおこし”が出来ないかどうか、町おこし

は出来る、だからこそロータリーのクラブおこし

は出来ないだろうかというものを私の中で考えて

いたりします。クラブの特徴、特性、長所、取組

など継続的に情報を発信することが出来ないだろ

うか、また地元が優先です。地元を優先に少しず

つ、少しずつ範囲を広げていく事は出来ないだろ

うか、特に紙面、新聞、広告、時代の流れでもあ

りフェイスブックとかですね、インスタグラム、

SNS そういったものを利用して、何かしらのクラ
ブおこしというものを検討してみて頂けないだろ

うかという、まずお願い。また、クラブ自慢とし

て三宮会員のことをあげられておりました。チャ

ーターメンバー、誇れるメンバーという事でご回

答を頂いております。敬服申し上げたいと思いま

す。今日、この場でお会いできるかなと思って頼

みにしておりましたが、残念ながら欠席というこ
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とで次の機会に期待させ頂きたいと思います。

クラブの運営について負担というものについて回

答を頂いているものがありました。

そこでですね、クラブの柔軟性を考えてみる、す

でに会長様の方から例会の回数を少なくすると聞

き、会員の負担を少なくするという目的も含めて

柔軟性をすでに採用されているのかなと思ってお

りますけれでも、そこでもう一度、再確認をして

頂きたいのは、クラブの会員様にとって、また、

クラブ全体にとって、“何が”、“どのように”負担

なのかを再度確認してみてはいかがでしょうか。

それとクラブにとって一部の人にとって負担なの

か、それともすべての会員様が負担を被っている

のか、会員の影響はどういうふうな影響が出てい

るのか、そこも一回確認されてみてはいかがでし

ょうか。現在のクラブの運営においてメリットと

デメリットはあるのだろうという切り分けもして

みてはいかがかなぁというふうに思います。また、

例会の開催の方法、開催の頻度、ものごとは何か

変更した時に検証するという必要性が出てくるの

かなというふうに思います。一年経ってどうだっ

たかなという振り返り、そこをまずしていただけ

ればなというふうに思います。これらを一度精査

して、マイロータリーにアクセスして色んなヒン

トを得て頂きたいと思います。マイロータリー、

ものすごい膨大な情報が詰まっています。その通

りにしてほしいではなく、ヒントをそこから得て

クラブ様にあった応用をして行くことが出来ない

かという事について探ってみて頂けないかという

ふうに思います。クラブでこれから挑戦したい事

ということで会員の維持ということをあげられて

おりました。会員の維持というものについては、

どういうのが理想なのかなというのをいくつかあ

げさせて頂きました。会員のニーズや感心を把握

するという事も必要なのかなと思います。会員の

声を聞いてクラブの活動や方針に反映させること

で会員の参加意識を高めていく。あとは多様性を

尊重するというという事で DEI にも関わってくる
と思います。年齢、職業、性別、文化を問わず様

々な人をクラブに招待し、招待した人の視点や貢

献を尊重してクラブの魅力や活動を高める。また、

メンターシップを提供する。RI 会長のメンターシ
ップを引っ張ってきた内容でもありますけれど、

自クラブ、他クラブ問わず、経験豊かな会員様が

日常的に暖かいフォローを会員様にして頂けない

かという私からのお願いも含めて記載をさせて頂

きました。やはり、継続的な暖かいフォローとい

うのが安心感というものに繋がりますので、そこ

を大事にして頂ければなというふうに思います。

他、色んな成功事例の一つとして挙げさせて頂き

ました。10か条の作戦というものですが、10個あ
げるときりが無いので２つだけ上げさせていただ

きましたが、「クラブの長所をすべてリスト化する」

「クラブ内外の方が参加したくなるようなプログ

ラムを作成する」。また従来の例会の仕方の変更。

例えばコロナ禍で活用が始まりましたけれども「オ

ンラインを活用する」、また新会員がいらっしゃれ

ばメンターシップを活用する、メンターをつける

ことで精神面でフォローしてあげることも重要な

のかなと思います。また、先ほどマイロータリー

の話をしていましたけれども、マイロータリーの

中にラーニングセンターというものがマイロータ

リーの中に収納されています。色々なこうした方

がいいというものが、ケースに分けて成功事例と

か掲載していますので、まず皆様マイロータリー

にアクセスするという事を始めて頂きたいと思い

ます。また、挑戦したい事の中で、会員増強とい

うことで回答を頂いている部分がございます。先

ほどと重複してしまう部分がございますが、様々

な多様性をやってみてはいかがかというものでご

ざいます。慣例や慣行だけに囚われない出席しや

すい例会の方法を検討する。「女性会員の入会の促

進」これは RIの方針なので私共の地区ではハード
ルが高いと思われますが、女性と若い職業人の入

会を促進するということ。クラブに女性会員や若

い会員がいるということを周囲に知ってもらうと

いうことで入会の感心が高まり、クラブの奉仕活

動にも注目が集まる。あくまで理想の話ではあり

ますが、こういった事でも成功例としては世界中

でいくつもあるという事でございます。あと、「1
法人から複数の入会」ということで、例えばお父

さんが元々ロータリアンで後から息子さんが入会

すると。また企業さんによっては部長さんが入会

していて、そのあとに係長さんが入ると、いっぺ

んに 2 人入るということ、そういうことが会員増
強として成功例としてあがっています。「認知度向

上のプロジェクト実施」ロータリークラブってど

うやったら入会出来るのか、そんな事を聞いてき

てもらえるようなプロジェクトを実施していった

らどうか。成功事例としては千葉県の話になりま

すが、成田山でポリオ終息の祈願をしていた所、

皆さん赤い T シャツを着て 300 人くらい集まった
と聞いています。そこで何のイベントなの?と質問
を受けてロータリークラブでこういった事をやっ

ていますと答えたそうです。“私も入りたい”と言

って 3 人くらい増えたと聞いています。その場で
入会方法を聞いてきて入会の仕方を教えて私達は

このクラブですという事で入会者が 3 名くらいあ
ったという事です。「ソーシャルメディアで会員を

紹介する」企業さんで僕の記憶では車屋さんで顔
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写真とかを載せてスタッフの紹介とかをしていた

り、それだけではなく 1 週間に 1 人ずつインスタ
グラムやフェイスブックに載せて会員さんを紹介

すると。個人情報、肖像権の問題等いろいろとあ

りすが、指し障りのない範囲内でソーシャルメデ

ィアで会員さんを紹介してみるというのも成功事

例としてあります。あと、「配偶者割の導入」例え

ば会員の奥様に入会して頂く。そんな時には会費

の部分て同じでいいのか、ちょっと安くした方が

いいんじゃないのというお話になって、例えば本

会員さんはいくらです、配偶者さんの入会は年会

費をおとしていって会員数が増えた事例がござい

ます。ただ既存の会員さんにしてみれば、やはり

同じ会員であるのに立場も同じであるのに、片や

年会費が安い、片や年会費が普通というのはちょ

っと公平性、また不満が起きやすい所もあります。

そこは慎重に検討しなくてはいけないのですが成

功例として掲載はしてありました。

【会員増強のポイント】

【コミュニケーションの IT化】

【寄付に対する私の考え】

【支援のお願い】

【支援の仕方】
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【お知らせ】

つたないプログラムとなってしまいましたが、私

と仲良くなって頂いて是非継続的にご支援を頂け

ればと思います。本日はありがとうございました。

★委員会報告・連絡

<請川親睦委員長より>

ガバナーよりご祝儀を頂戴しております。

ありがとうございます。

<平 副幹事より>

地区大会、ご参加のお願いと締切日のご連絡

★バナー交換

鶴見ガバナー、金田会長

★ 点鐘 金田 剛 会長

★次週例会の御案内

2023年 8月 7日(月曜日）18:30～
「 金田丸出航式 」夜間例会

担当 親睦活動委員会


